


















要約 1 幼児期初期の子ども一子ども相互作用を明らかにするため、8名の幼児グループの

遊び場面の観察を行い相互作用の成立状況について検討をすすめた。また心拍の測定も同

時に行へ場面状況や子どもの行動と心拍との関連についても検討を試みた。相互作用につ

いてはグループ成立後の時間的経過を追って増加する傾向が認められ、かかわる対象も拡

がりをみせることが理解された。また概して子ども相互間には友好的な関係が多く成立す

るが、年少の子どもの場合には種々のかかわり方の体験を経て、友好的な関係を志向する

過程が認められた。更に心拍の測定からは、個人差は認められるものの、物の取り合いな

どの動的な活動場面で心拍に際立った変動が認められ、合わせて相互作用の成立時に変動

が認められることが明らかになった。これらのことより子どもの相互作用と心拍との間に

は同調傾向の認められることが示唆された。 

要約 2 劇場内に設置されたサーモグラフィにより、自閉症児(者)10 名.(障害児群)および

健常女子 6名(対照群)について観劇時の顔面皮膚温度の解析を行なった。全員の平均値に

おいてはそれ程大きな温度変化はみられなかったが、個人別には劇の場面により温度値の

上下がみられた。 


